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（論文審査の要旨)  
 若薇君の博士論文は“A State-Transfer-based Open Framework for Internet of Things Service 
Composition”（Internet of Things のサービス合成のための状態遷移に基づいたオープンフレームワーク）と題
し、英文で執筆されており、６つの章から構成され、付録を含めて 161 ページある。 




このような状況下で、オープンな IoT 開発フレームワークを提案し、それによって、IoT 研究者や開発者が、専
門的な知識の有無に関わらず、種々の IoT  サービスを、カスタマイズのしやすい、また再利用性の高いアプリケ
ーションとして作成できるようにすることを目的としている。 






ションに基づいたオープンな IoT サービス合成フレームワークである Hyper Sensor Markup Language 













1. 2017 年 3 月 22 日 14:00～15:30 予備口頭試問審査が協生館 C3S01 教室にて開催され、審査の結果合格
した。予備口頭試問審査委員：杉浦 一徳、加藤 朗、大川 恵子および傍聴者１名であった。 
2. 2018 年 3 月 27 日 13:00～14:30 博士論文公聴会が協生館 C3S01 教室にて開催された。同公聴会終了
後直ちに同教室で博士論文審査会が開催され、全会一致で合格を決した。なお、公聴会出席者は以下の通り
であった： 
    博士論文審査委員      ４名 
本研究科委員        １名 
来場者           １名 
 
